
 

今後の検討の進め方（案） 

 

【資料 10-合作 1-6「今後の検討の進め方（案）」からの抜粋】 

２ 航空無線電話・航法システム作業班  

（１）航空無線電話システム 

完全ナロー化時のチャネルプラン策定を目指し、その途中の２５ｋＨｚステップと８．

３３ｋＨｚステップの混在期間におけるチャネルプラン策定も視野に入れ、国内動向（羽

田空港の滑走路拡張、ドクターヘリの整備計画、オープンスカイ政策等）及び国際動向（Ｉ

ＣＡＯ等における標準化、諸外国のナロー化／デジタル化導入実績・計画等）等を踏まえ

た周波数選定方法の策定（無線設備に関する技術的条件の改正の有無及び改正内容等並び

に適切な検討期間及び導入時期等の検討を含む。）。 

 

（２）航法システム 

より高密度な置局を可能とする周波数利用効率の向上方策を取り入れたチャネルプラン

策定を目指し、上記２の（１）同様、国内動向及び国際動向等を踏まえた周波数選定方法

（特にＸ／Ｙ等チャネルの優先順位等）の策定（無線設備に関する技術的条件の改正の有

無及び改正内容等並びに適切な検討期間及び導入時期等の検討を含む。）。 

 航空無線電話システム  

①ＶＨＦ無線電話システムの概要並びに技術基準（実力値を含む。）及び審

査基準を整理。 

②国内の技術的動向（航空局等の置局現状及び航空機局のナロー化対応状況

等）及び政策的動向（羽田空港の滑走路拡張、オープンスカイ政策及びド

クターヘリの整備計画等に係る今後の周波数需要等）の調査検討。 

③国際動向（ＩＣＡＯ等における標準化、諸外国のナロー化／デジタル化導

入実績・計画等）の調査検討。 

④上記①から③の検討状況について、本作業班第３回会合に報告。 

⑤本作業班第３回会合において、航空無線電話システムの高度化に係る技術

的条件についての審議スケジュールを明確化。 

 

 航法システム  

①ＶＯＲ／ＤＭＥ、ＩＬＳ、ＴＡＣＡＮ等の概要並びに技術基準（実力値を

含む。）及び審査基準を整理。 

②国内動向（ＶＯＲ／ＤＭＥ、ＩＬＳ、ＴＡＣＡＮ等の置局現状等）の調査

検討。 

③国際動向（ＩＣＡＯ等による置局基準等の現状、諸外国における置局現状

等）の調査検討。 

④上記①及び②の検討状況について、本作業班第３回会合に報告。 

⑤本作業班第３回会合において、航法システムの高度化に係る技術的条件に

ついての審議スケジュールを明確化。 
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